
トビックス

企画展 lイ乍州絣―ひと。こと。もの一展」開催

館長随想

動物園にヒョウがいた (続)一ヒョウの剥製見つかる一

メ」嘲[ 不」幸

資料紹介

考古資料この一点0-有本遺跡の特殊器台一

プ」ヽタニ[ 不」幸

お矢□らせ

企画展「江戸一目図屏風実物展示一釧形恵斎と江戸―」開催

(作州絣)



津博 2025。 2 No。 123 トピックス

令和 6年度企画展として令和 7年 2月 8日 (土 )から、「作州絣―ひと・

こと。もの一展」を開催しています。

本展は、津山市を中心とする岡山県北部の特色ある産業として、県

と市の協力で振興し、地域の観光にも貢献した「作州耕」の誕生・発

展の経緯と現在行われている復興への取り組みの様子をご紹介する展

示会です。

木綿織物の丈夫で素朴な風合いを活かし、現代の感覚にも通じる新

鮮なデザインを目指した郷土伝統的工芸品 “作州耕"と、時代の移り

替りによつて現在は廃れてしまつた「作州絣Jを今によみがえらせる

べく活動を続ける「作州絣保存会」の成果を併せてご紹介しています。

期間は2月 8日 (■)から3月 23日 (日 )までで、会期中、3月

2日 (日 )・ 16日 (日)には作州絣を実際に織つてみるワークショッ

プを開催します。

展示のようす

作州絣 きもの

今和6年度津山舞上醐 館を西展

鶴 耕
―ユE。 こと。もの一二

津山郷上博物館 3晴展示室

チラン

■

■

ロ

展示解説のようす

コ
電 口 い

;`.

一

企画展「作州絣―ひと 。こと 。もの一展」開催
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動
物
園
に
ヒ
ョ
ウ
が
い
た

（続
）
―

ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
見
つ
か
る
―

　

小
郷
刹
幸

は
じ
め
に

ツ当

館

の
博
物
館
だ
よ
り
で
、
日
本
画
家
松
山
政

春

の
ヒ

ョ
ウ

（豹
）
の
絵

（写
真
ｌ
）
を
紹
介
し

た
こ
と
が
あ
る

（註
１
）
。
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
旧
津
山

市
立
動
物
園
は
津
山
城
三
の
丸
跡
に
か

つ
て
あ

っ

て
、
動
物
園
に
関
わ
る
資
料
が
残

っ
て
い
な
い
た

め
、
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
の
は
概
ね
昭
和
３０
～
４０
年
代
、

絵
が
画
か
れ
た
の
も
４。
年
代
と
推
測
し
た
。
そ
の

後
ヒ
ョ
ウ
の
つ
が
い
の
剥
製
が
、
当
館
西
隣
の
つ

や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ
館
に
展
示
さ
れ
て
い
る
こ
と

が
わ
か

っ
た

（写
真
２
、
註
２
）
。

ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
に
つ
い
て

令
和
４
年
度
の
夏
休
み
に
、
本
市
教
育
委
員
会

主
催
の
つ
や
ま
子
ど
も
観
光
ガ
イ
ド
育
成
塾
が
開

か
れ
、
そ
の
際
に
私
も
当
館
の
説
明
で
関
わ

っ
た
。

つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ
館
の
説
明
を
子
ど
も
た
ち

が
お
こ
な

っ
て
い
た
時
に
、
館
長
の
森
本
信

一
さ
ん

が

「
こ
の
ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
の
つ
が
い
は
、
お
城
の
動

物
園
に
い
た
も
の
だ
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。
「ま

さ
か
こ
ん
な
近
く
に
動
物
園
の
ヒ
ョ
ウ
が
い
た
な

ん
て
」
と
私
は
そ
の
当
時
驚
い
た
。
剥
製
は
、
日
は

ガ
ラ
ス
玉
、
舌
は
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
で
あ
る
以
外
は
、

本
物
で
あ
る
こ
と
も
教
え
て
も
ら

っ
た
。
そ
の
後

ふ
し
ぎ
館
に
ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
の
製
作
年
代
を
調
べ

て
い
た
だ

い
た
。
年
代
の
特
定
は
で
き
な
か

っ
た

が
、
昭
和
４８
年
９
月
頃
に
は
、
剥
製
が
す
で
に
あ

っ

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
。

お
わ
り
に

動
物
園
が
開
園
し
た
の
は
昭
和
２６
年
頃
で
昭
和

３２
年
に
は
、
ヒ
ョ
ウ
な
ど
５‐
種
３
０
２
匹
の
動
物

が
飼
育
さ
れ
て
い
た
。
当
時
は
珍
し
さ
も
あ
り
多

く
の
来
園
者
だ

っ
た
。
動
物
園
は
平
成
２３
年
に
惜

し
ま
れ
な
が
ら
閉
園
と
な
り
、
こ
れ
ら
動
物

の
写

真
な
ど
も
ほ
と
ん
ど
無

い
の
で
、
こ
の
ヒ
ョ
ウ
の

絵
が
貴
重
で
あ
る
と
思
い
前
回
紹
介
し
た
。
そ
し

て
ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
が
、
近
く
の
つ
や
ま
自
然
の
ふ

し
ぎ
館
に
残

っ
て
い
た
の
も
、
不
思
議
な
縁
で
あ

る
。
ヒ
ョ
ウ
の
剥
製
自
体
も
津
山
で
実
際
に
飼
育

さ
れ
て
い
た
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
こ
と
は
間
違

い
な
い
。

な
お
、
執
筆
に
あ
た
り

つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ

館
館
長
の
森
本
信

一
さ
ん
、
学
芸
員
の
小
原
由
香

理
さ
ん
に
は
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

註（１
）
小
郷
利
幸
２
０
２
２

「動
物
園
に
ヒ
ョ
ウ
が

い
た
―
松
山
政
春
が
描
い
た
日
本
画
か
ら
―
」
『博

物
館
だ
よ
り

Ｚ
ｐ
〓

屋

津
山
郷
土
博
物
館

（２
）
森
本
信

一
２
０
１
０

「
つ
や
ま
自
然
の
ふ
し
ぎ

館
」
『岡
山
文
庫
２
６
３
』
日
本
文
教
出
版
株
式
会
社

写真 1 松山政春「豹」

9″ メ

写真 2 ヒョウの剥製 (つやま自然の心、しぎ館蔵)
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考
古
資
料
レ」
の
一点
①

ｌ

有
本
遺
跡
の
特
殊
器
台
―

は
じ
め
に

，
岡
山
県
南
部
の
吉
備
地
域
弥
生
時
代
墳
丘
墓
な

ど
に
見
ら
れ
る
特
殊
な
土
器
に
、
特
殊
器
合
、
特

殊
壷
と
呼
ば
れ
る
も
の
が
あ
る

（図
１
）
。
倉
敷
市

の
楯
築
弥
生
墳
丘
墓

（註
１
）
な
ど
に
代
表
さ
れ
、

特
定
の
墳
丘
墓
に
伴
う
例
が
吉
備
地
域
に
は
多
く

見
ら
れ
る
。

津
山
市
な
ど
県
北
の
美
作
地
方
に
も
見
ら
れ
る

が
、
特
定

の
墳
墓
と
い
う
よ
り
は
、
墳
墓
群
の
中

で
出
土
す
る
場
合
が
多

い
よ
う
で
あ
る
。
例
え
ば

真
庭
市

の
中
山
遺
跡

（註
２
）
や
津
山
市
有
本
遺

跡

（註
３
）
な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
、

有
本
遺
跡
と
権
現
山
遺
跡
Ａ
地
区
の
特
殊
器
台

（写

真
ｌ
）
を
弥
生
時
代

の
展
示

コ
ー
ナ
ー
に
展
示
し

て
い
る
の
で
、
津
山
市
内
の
他

の
類
例
も
含
め
て

今
回
紹
介
す
る
。

資
料
紹
介

（図
２
）

津
山
市
内
の
特
殊
器
合

・
特
殊
壷
の
出
土
遺
跡

は
、
有
本
遺
跡
を
含
め
５
例
程
あ
り
、
図
２
に
そ

れ
ら
の

一
部
を
集
成
し
て
い
る
。
特
殊
器
合
は
、

ほ
と
ん
ど
が
破
片
で
、
全
体
像
が
わ
か
る
物
は
ほ

と
ん
ど
無

い
が
、
復
元
す
れ
ば
概
ね
図
１
の
中
山

遺
跡

の
よ
う
な
器
形
に
な
る
。
直
径
が
概
ね
３０
～

４。
硼
、
高
さ
が
７。
～
１
０
０
帥
前
後
の
円
筒
状
の

大
形
の
土
器
で
、
垂
直
に
立
ち
上
が
る
口
縁
と
逆

向
き
の
底
部
が
あ
り
、
そ
の
間
が
凸
帯
に
よ
り
区

―

い

図 1 特殊器
台・特殊壺

(中 山遺跡、
註 4bよ り引
用)

写真 1 特殊器台・特殊壺展示風景

小

郷

刹

幸

画
さ
れ
、
文
様
帯
と
文
様
の
無
い
間
帯
が
交
互
に

め
ぐ
る
。
文
様
帯
に
は
Ｓ
字
や
綾
杉
文
な
ど
の
連

続
文
様
や
長
方
形
や
巴
形
な
ど
の
透
か
し
が
見
ら

れ
、
こ
の
文
様
帯

の
違
い
か
ら
分
類
さ
れ
る
。

一

般
的
に
は
出
上
し
た
遺
跡
名
か
ら
、
立
坂
型
↓
向

木
見
型
↓
宮
山
型
↓
都
月
型
に
変
遷
す
る
と
さ
れ

る

（図
３
、
註
４
）
。

特
殊
重
は
、
二
重
口
縁
で
、
頸
部
が
長
く
胴
の

張

っ
た
壷
で
、
胴
の
最
大
径
部
分
に
凸
帯
が
２
条

め
ぐ
り
そ
の
間
に
文
様
を
施
す
も
の
も
あ
る
。
こ

の
壷
が
図
１
の
よ
う
に
特
殊
器
台
の
上
に
の
っ
て

い
た
よ
う
で
あ
る
。

有
本
遺
跡

（図
２
１
１
～
６
）

下
田
邑
地
内
に
あ
り
、
３
基

の
区
画
墓
の
内
外

に
、
約
１
４
０
基
の
土
獲
墓
と
土
器
棺
１０
基
か
ら

な
る
墳
墓
群
で
あ
る
。

１
～
６
の
特
殊
器
合
は
、
区
画
墓
と
土
墳
墓
群

を
９

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
た
、
Ｇ
・Ｈ
群
の
２
地

点
で
出
土
し
た
が
、
い
ず
れ
も
現
位
置
を
保

っ
て

は
い
な
い
。
こ
の
た
め
、
特
定
の
土
媛
墓
に
伴
う

も
の
か
ど
う
か
は
判
断
で
き
な
い
が
、
特
定
の
場

所
に
の
み
置
か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ

れ
る
。
た
だ
個
体
数
は
そ
れ
程
多
く
は
な
い
よ
う

で
あ
る
。
な
お
、
特
殊
壼
ら
し
き
破
片
は
見
ら
れ

な
い
。

１
は
口
縁
部
、
６
は
底
部
で
、
文
様
は
、
２
で

綾
杉
文
も
見
ら
れ
る
が
、
３
～
５
な
ど
は
Ｓ
字
文

4
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が
ほ
と
ん
ど
で
、
透
か
し
は
４
は
三
角
と
５
は
円

形
な
い
し
は
巴
形
で
あ
る
。
こ
の
た
め
こ
れ
ら
の

文
様
構
成
か
ら
向
木
見
型
の
範
疇
で
あ
る
。

ま
た
、
本
遺
跡

で
は
、
特
殊
器
台
で
は
な
い
通

常
の
形
の
器
台
と
重
に
よ
る
祭
祀
跡
と
思
わ
れ
る

箇
所
が
、
別
の
場
所
で
出
土
し
て
い
る
。
こ
れ
ら

は
特
殊
器
合
に
先
行
す
る
時
期
の
も
の
と
考
え
ら

れ
て
い
る
。

な
お
、
本
遺
跡

の
別

の
上
媛
墓
か
ら
は
、
中
国

の
顔
料
を
含
む
ガ
ラ
ス
の
管
玉
が
出
土
し
て
い
る
。

岡
山
県
内
で
確
認
で
き
る
同
様
な
管
玉
は
本
例
の

み
で
、
山
陰
地
域
に
類
例
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
て
、
以
前
に
資
料
紹
介
し
た

（註
５
）
。

本
遺
跡
は
、
県
南
部
か
ら
の
特
殊
器
台
と
は
別
に
、

北
部
の
山
陰
地
域
か
ら
の
交
流
の
両
者
が
あ

っ
た

こ
と
が
窺
え
る
。

津
山
市
内
の
類
例

（図
２
１
７
～
‐４
）

次
に
津
山
市
内
の
類
例
を
紹
介
し
た
い
。

権
現
山
違
跡
Ａ
地
区

（同
１
７
～
Ю
、
註
６
）

小
原
地
内
の
墓
地
の
造
成
に
伴

い
昭
和
５‐
年
に

発
掘
調
査
さ
れ
、
土
墳
墓
３０
基
、
土
器
棺
２
基
な

ど
が
検
出
さ
れ
た
。
特
殊
器
台
と
特
殊
壷
片
が
あ

る
が
、
い
ず
れ
も
遺
構
に
は
伴
わ
な
い
。
７

・
８

は
特
殊
器
台

の
Ｓ
字

の
文
様
帯
、
９

ｏ
‐０
は
特
殊

重
の
胴
部
の
凸
帯
部
分
で
あ
る
。
特
殊
器
台
の
文

様
か
ら
向
木
見
型

の
範
疇
で
あ
る
。
こ
れ
ら
を
当

館
に
て
現
在
展
示
中
で
あ
る
。

隣
接
す
る
Ｂ
地
区

（註
７
）
も
昭
和
５２
年
に
発

掘
調
査
さ
れ
、
土
墳
墓
４８
基
、
土
器
棺
２
基
な
ど

が
検
出
さ
れ
た
が
、
Ａ
地
区
よ
り
時
期
が
古
く
特
殊

器
合
は
見
ら
れ
な
い
。

丸
山
遺
跡

（同
Ｉ
Ｈ
～
１２
ヽ
註
８
）

皿
地
内
の
、
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
昭
和
４９
年

斜
面
に
植
樹
用
の
穴
を
掘

っ
た
際
に
、
特
殊
器
台

片
な
ど
が
採
集
さ
れ
た
。

‐２
は
底
部
、
Ｈ
は
Ｓ
字

の
文
様
帯
か
ら
間
帯

の

破
片
で
、
円
な
ど
の
透
か
し
部
分
で
あ
る
。
こ
れ

ら
以
外
に
、
山
陰
系
の
鼓
形
器
台
片
が
出
土
す
る
。

特
殊
器
台
の
文
様
か
ら
向
木
見
型
の
範
疇
で
あ
る
。

地
形
的
に
見
て
、
老
人
セ
ン
タ
ー
が
丘
陵
の
頂
部

に
建

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
部
分
に
元
々
墳

墓
が
あ

っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
そ
の
墳
墓

が
集
団
墓
で
あ

っ
た
の
か
ど
う
か
は
確
認
で
き
な

地
は
古
墳
の
盛
土
内
と
考
え
ら
れ
、
古
墳
の
下
層

や
周
辺
部
に
弥
生
時
代
の
墳
墓
が
存
在
し
て
い
た

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
美
和
山
１
号
墳

（註
Ｈ
）
か
ら
は
線
刻

が
あ
る
埴
輪
が
出
上
し
て
お
り
、
美
作
地
域
で
も

特
徴
的
で
あ
る
。
も
し
か
す
る
と
こ
れ
ら
特
殊
器

台
と
の
関
連
が
あ
る
の
か
も
知
れ
な
い
。

お
わ
り
に

有
本
遺
跡
の
特
殊
器
台
の
紹
介
を
か
ね
て
、
市

内
の
類
例
を
あ
わ
せ
て
紹
介
し
た
。
本
例
の
ほ
か
、

権
現
山
遺
跡
Ａ
地
区
な
ど
ほ
と
ん
ど
が
集
団
墓
に

伴
う
も
の
で
、
文
様
構
成
は
、
細
か
な
分
析
ま
で

は
し
て
い
な
い
が
、
い
ず
れ
も
い
わ
ゆ
る
向
木
見

型
の
範
疇
と
推
測
さ
れ
る
。

特
殊
器
合
は
明
ら
か
に
県
南
部
の
特
定
の
墳
丘

墓
に
見
ら
れ
る
儀
礼

の
産
物
と
し
て
使
用
さ
れ
、

そ
れ
が
県
北
に
も
伝
わ
り
、
そ
の
分
布
を
見
る
と

（図
４
、
註
１２
）
遠
く
は
広
島
県
北
部

（矢
谷
弥
生

墳
丘
墓
、
註
１３
）
か
ら
山
陰
地
方

（島
根
県
西
谷

３
号
墓
、
註
１４
）
ヽ
さ
ら
に
畿
内
の
古
墳
に
も
伝
わ

る
。さ

ら
に
西
谷
３
号
墓
は
、
山
陰
特
有
の
四
隅
突

出
型
の
墳
丘
墓
で
あ
り
な
が
ら
、
吉
備
南
部
の
も

の
と
そ

っ
く
り
な
立
坂
型
の
特
殊
器
台

・
特
殊
重

や
そ

っ
く
り
な

一
般
的
な
器
台
な
ど
が
出
土
す
る
。

そ
の
た
め
そ
の
も
の
自
体
が
わ
ざ
わ
ざ
運
ば
れ
て

い
る
可
能
性
が
高
く
、
少
な
く
と
も
両
者
間
に
交

流
が
あ
り
、
墳
墓

の
形
態
は
違
う
も
の
の
、
特
定

の
墳
墓

へ
の
使
用
と
い
っ
た
本
来
の
使
用
方
法
に

よ
る
祭
祀
儀
礼
を
と

っ
て
い
る
。

上
原
遺
跡

（同
１
１３
ヽ
註
９
）

上
原
地
内
に
あ
り
、
岡
山
大
学
が
昭
和
４‐

．
４２

年
に
発
掘
調
査
を
実
施
し
、
憾

×
２。
ｍ
の
範
囲
に

土
墳
墓
約
４。
基
、
箱
式
石
棺
１
基
を
検
出
し
特
殊

器
台
、
特
殊
重
が
出
上
し
た
。

‐３
は
特
殊
壷
で
あ
る
が
、
頸
部
に
も
凸
帯
が
め

ぐ
り
、
波
状
文
の
装
飾
が
あ
り
、
胴
部
外
面
に
凸

帯
は
見
ら
れ
な
い
。
特
殊
器
合
は
図
示
し
て
は
い

な
い
が
向
木
見
型
の
範
疇
と
思
わ
れ
る
。

美
和
山
１
号
墳
前
方
部

（同
１
１４
ヽ
註
Ю
）

二
宮
地
内
の
１
号
墳
前
方
部
に
狐
な
ど
小
動
物

の
巣
穴
が
複
数
掘
ら
れ
て
い
て
、
そ
の
掘
り
出
さ

れ
た
廃
土
内
か
ら
の
採
集
で
あ
る
。

‐４
は
文
様
帯
か
ら
間
帯
、
文
様
帯
に
い
た
る
破

片

で
、
文
様

の
特
徴
は
Ｓ
字
の
文
様
帯
で
、
三
角

な
ど
の
透
か
し
の
痕
跡
が
上
部
に
あ
る
。
こ
れ
ら

文
様
か
ら
向
木
見
型
の
範
疇
と
思
わ
れ
る
。
出
土

6
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以
前
に
有
本
遺
跡
と
中
山
遺
跡

の
特
殊
器
台
に

つ
い
て
は
胎
土
分
析
を
お
こ
な

っ
て
い
る

（註
１５
）
ｏ

こ
の
結
果
、
地
元
の
土
器
と
は
明
ら
か
に
違
う
グ

ル
ー
プ

に
分
け
ら
れ
、
さ
ら
に
有
本
遺
跡
と
中
山

遺
跡
も
異
な
る
結
果
と
な

っ
て
い
る
。
両
者
の
特

殊
器
合
は
時
期
の
違

い
も
あ
る
が
、
お
そ
ら
く
こ

れ
ら
も
他
所
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
運
ば
れ
て
き
た
公
算

が
一局
い
。

特
殊
器
台

・
特
殊
壷
が
本
来
は
特
定

の
墳
墓
の

儀
礼
に
使
用
さ
れ
た
大
形
の
土
器
で
あ
る
。
県
北

で
は
中
山
遺
跡
に
初
期
の
立
坂
型
が
見
ら
れ
る
よ

う
に
、
早
い
段
階
か
ら
伝
播
し
て
い
る
が
、
集
団

墓
内
の
儀
礼
な
ど
に
使
用
さ
れ
る
な
ど
、
南
部
と

は
や
や
違

っ
た
使
用
形
態
と
な

っ
て
い
る
。
こ
の

理
由
に
つ
い
て
は
、
明
快
な
回
答
を
持
ち
得
な
い

が
、
こ
の
時
期
美
作
地
域
で
は
、
山
陰
地
域
と
の

交
流
も
盛
ん
で
、
土
器
な
ど
か
ら
そ
れ
が
裏
付
け

ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
当
時
の
南
部
地
域
と
山

陰
地
域
の
中
間
に
位
置
す
る
、
本
地
域
の
祭
祀
形

態
を
含
め
た
墳
墓

の
あ
り
方
な
ど
を
検
討
す
る
上

で
、
特
殊
器
合
は
良
好
な
資
料
の

一
つ
で
あ
る
と

い
え
る
。

註（１
）
楯
築
刊
行
会
１
９
９
２

『楯
築
弥
生
墳
丘
墓

の
研
究
』

（２
）
落
合
町
教
育
委
員
会
１
９
７
８

『中
山
遺
跡
』

（３
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
８

「有
本
遺
跡

ほ
か
」
『津
山
市
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
６２

集
』

（４
）
ａ
近
藤
義
郎
。春
成
秀
爾

「埴
輪
の
起
源
」
『考

古
学
研
究
第
１３
巻
第
３
号
』
考
古
学
研
究
会

ｂ
近
藤
義
郎
１
９
８
７

「特
殊
器
台
と
弥
生
墳
丘

墓
」
軍
口備
の
考
古
学
』
福
武
書
店

（５
）
小
郷
利
幸
２
０
２
１

「考
古
資
料
こ
の

一
点

①
Ｔ
有
本
遺
跡
の
ガ
ラ
ス
管
玉
―
」
『博
物
館
だ
よ

り

「
つ
は
く
」
Ｚ
ｏ
〕
ｏ
量

（６
）
河
本
清

。
中
山
俊
紀
２
０
０
３

「権
現
山
遺

跡
Ａ
地
区
の
発
掘
調
査
」
『年
報
津
山
弥
生
の
里
第

Ю
号
』

（７
）
湊
哲
夫
２
０
２
０
「権
現
山
遺
跡
Ｂ
地
区
亀
新

修
津
山
市
史
資
料
編
考
古
』
津
山
市
史
編
さ
ん
委

員
会

（８
）
河
本
清
１
９
７
５

「津
山
市
丸
山
遺
跡
発
見

の
遺
物
」
『津
山
市
文
化
財
年
報
１
』
津
山
市
教
育

委
員
会

河
本
清
２
０
２
０

「丸
山
遺
跡
」
『新
修
津
山
市
史

資
料
編
考
古
』
津
山
市
史
編
さ
ん
委
員
会

（９
）
近
藤
義
郎
１
９
８
６

「上
原
遺
跡
」
『岡
山

県
史
考
古
資
料
』
岡
山
県
史
編
纂
委
員
会

（Ю
）
河
本
清
氏
が
採
集
し
た
資
料
で
あ
る
。
図
示

し
た
以
外
に
細
片
が
２
点
あ
る
が
接
合
は
し
な
い
。

図
面
は
筆
者
が
作
成
。

（Ｈ
）
津
山
市
教
育
委
員
会
１
９
９
２

「史
跡
美
和

山
古
墳
群
保
存
整
備
事
業
報
告
書
」
『津
山
市
埋
蔵

文
化
財
発
掘
調
査
報
告
第
４２
集
』

（‐２
）
宇
垣
匡
雅
２
０
１
３

「弥
生
時
代
後
期
の
吉

備
」
『〓
Ｃ
貿
＞
Ｚ
＜
ｏ
中・ｏ
ヽ
巨
大
古
墳
と
王
権
』
平

凡
社

（‐３
）
広
島
県
教
育
委
員
会

・
広
島
県
埋
蔵
文
化
財

調
査
セ
ン
タ
１
１
９
８
１

『松
ケ
迫
遺
跡
群
発
掘

調
査
報
告
』

（‐４
）
島
根
大
学
法
文
学
部
考
古
学
研
究
室

。
出
雲

弥
生

の
森
博
物
館
２
０
１
５

「西
谷
３
号
墓
発
掘

調
査
報
告
書
」
『島
根
大
学
考
古
学
研
究
室
調
査
報

告
第
１４
冊
』

（‐５
）
白
石
純
１
９
９
８

「有
本
遺
跡
Ｂ
地
区
出
土

土
器
の
胎
土
分
析
」
『有
本
遺
跡
ほ
か
』
津
山
市
土

地
開
発
公
社

・
津
山
市
教
育
委
員
会

図4 特殊器台・特殊壺分布図 (註 12か ら引用)

フ
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中】中 盟 E〓

脳

鍛形慧斎は明和元年 (1764)に江戸で生まれ、寛政 6年

(1794)に津山藩に召し抱えられました。この時期江戸では、

武家文化人 。地方出身者 r江戸つ子が一丸となつて多彩な江

戸文化を創出したといわれています。

鍬形慧斎は、狂歌の流行を牽引した大田南畝や蘭学者・戯

作者の森島中良、出版業者の蔦屋重三郎などと交流がありま

した。

今回は、「江戸一日図屏風」の実物を期間限定で公開、惹斎

が挿絵を描いた黄表紙や『東海道名所図会』などもあわせて

展示し、当時の江戸文化を紹介します。

【会期】令不B7年 3月 29日 (■)～ 5月 11日 (日 )

【会場】津山郷土博物館3階 展示室

江戸一目図屏風 (卸ll形慧斎、文化6年 )

路画苑 (部分)

江戸餓冶橋藩邸図 (部分)

由
博物館だより『つはくJ

No.123 令不田7年2月 28日 嫁:指

臨集。発行]津山郷土博物館
〒708-0022岡 山県津山市山下92
Tel(0868)22-4567
Fax(0868)23-9874
E― mail tsu― haku@tvt.ne.,p
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入館のご案内
[開館時間]午前9:00～午後5:00
[休 館 日]毎週月曜日・祝日の翌日

年末年始 (12月 29日 ～1月 3日 )。 その他
[入 館 料]一般…300円

(30人以上の団体の場合240円 )

高校 。大学生…200円
(30人以上の団体の場合160円 )

65歳 ) 大`上―。200円
(30人以上の団体の場合160円 )

中学生以下・障害者手帳を提示された方は入館料が無料です

由 は、津山松平藩の槍印で剣大といい、現在津山市の市章となっていま魂


